
資料２ 

令和５年度森林・林業白書の作成方針（案） 

 

１．白書の構成 

（１）「令和５年度森林及び林業の動向」 

 （ア）トピックス・特集 

    特集として、特定のテーマについて詳細な分析等を行う。 

トピックスとして、令和５年度における森林・林業に関する特徴的

な動きを紹介・解説する。 

     

 （イ）通常章 

    第Ⅰ章以降は、「森林の整備・保全」、「林業と山村（中山間地域）」、

「木材需給・利用と木材産業」、「国有林野の管理経営」、「東日本

大震災からの復興」の章立てとし、森林・林業全般について現状・課

題の分析等を行う。 
 

（２）「令和５年度に講じた森林及び林業施策」、「令和６年度に講じよう

とする森林及び林業施策」 

   現行の「森林・林業基本計画」（令和３年６月閣議決定）を踏まえた

項目立てとする。 

 

２．特集のテーマ 

   特集のテーマを「花粉と森林」とする。 

国民を悩ませる社会問題となっている花粉症に対して、政府全体で解

決の道筋を示すため、令和５年５月に開催された「花粉症に関する関係

閣僚会議」において、新たに「花粉症対策の全体像」が策定された。こ

の中で花粉発生源対策として、スギ人工林の伐採・植替え等の加速化に

より１０年後には花粉発生源となるスギ人工林を約２割減少させること

などを目指すこととされた。 

この際、森林には、国土保全機能や地球環境保全機能などの多面的機

能があり、その高度発揮とあわせて花粉発生源を減らしていくことが必



要となる。 

この実現のためには、森林・林業が果たしている多面にわたる役割や、

花粉発生源対策の強化により花粉の発生による国民生活に対するマイナ

スの影響を減らすとともに森林・林業の役割を更に高めて人と森林のよ

り調和した状態を目指すという方向性について、国民の理解の促進を図

り、社会全体で取組を後押ししていただくことが不可欠となる。 

特集の具体的な内容としては、戦後、国土緑化による災害の防止や木

材供給に対する国民的要請に応える形でスギを始めとする針葉樹人工林

が造成されてきた経緯や、その後の花粉症の問題が顕在化してきた経緯

を振り返るとともに、個々の森林の状況に応じて花粉の少ない品種や広

葉樹への植替えを図ることなどにより望ましい森林へと誘導していくと

いった今後の森林整備の方向性について記述する。 

また、伐採・植替え等の加速化のためには、消費者である国民全体の

理解・参画を得ながら木材利用を拡大させることや、花粉の少ない苗木

の生産拡大、林業の生産性の向上及び林業労働力の確保といった取組を

総合的に推進していく必要があることを解説する。 

 

３．今後の予定 

   今回を含め計３回の施策部会で検討を重ねていただき、林政審議会で
の答申を経て、来年５～６月の閣議決定・公表を目指す（別添１）。 

 

（以上） 



（別添１） 
 

令和５年度森林・林業白書のスケジュール（案） 

 

 

令和５年９月 12 日 林政審議会 

（諮問） 

  

       第１回施策部会 

・作成方針（案）の検討 

 

 

11 月   第２回施策部会 

・令和５年度森林及び林業の動向 

（構成（案）、主要記述事項（案）） 

 

 

令和６年２～３月 第３回施策部会 

・令和５年度森林及び林業の動向（原案） 

・令和６年度森林及び林業施策（原案） 

 

 

４月   林政審議会  

・令和５年度森林及び林業の動向（案） 

・令和６年度森林及び林業施策（案） 

（答申） 

 

 

５月下旬～６月上旬   閣議決定・国会提出・公表  
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（参考２） 
 

これまでの森林・林業白書（林業白書）の特集について 
年度 テーマ名 

昭和４７年度 
    ４８年度 
    ４９年度 
    ５０年度 
    ５１年度 
    ５２年度 
    ５３年度 
    ５４年度 
    ５５年度 
    ５６年度 
    ５７年度 
    ５８年度 
    ５９年度 
    ６０年度 
    ６１年度 
    ６２年度 
    ６３年度 
平成 元年度 
      ２年度 
      ３年度 
      ４年度 
      ５年度 
      ６年度 
      ７年度 
      ８年度 
      ９年度 
    １０年度 
    １１年度 
   １２年度 
    １３年度 
    １４年度 
    １５年度 
    １６年度 
    １７年度 
  １８年度 
    １９年度 
    ２０年度 
    ２１年度 
    ２２年度 
    ２３年度 
   ２４年度 
  ２５年度 
    ２６年度 
    ２７年度 
  ２８年度 
  ２９年度 
  ３０年度 
 
令和 元年度 
   ２年度 
 
   ３年度 
 

４年度 

国民生活と森林・林業、国有林野事業の課題 
森林資源をめぐる課題 
林業の発展と山村地域の課題 
林業の発展と林家の課題 
林業の地域的発展をめぐる課題 
木材需給と林業発展の課題 
林業の発展と森林資源の整備をめぐる課題 
地域林業の担い手育成をめぐる課題 
木材需給構造の変化と流通加工部門の対応 
林業経営の現状と林業発展の課題 
森林管理の現状と緑資源確保の課題 
林政の推進と国有林野 
国産材時代への挑戦 
森林資源整備の新たな展開を目指して 
試練にたつ日本林業とその活力回復に向けて 
新たな林業技術体系の構築 
豊かな国民生活のための森林づくり 
国民のニーズにこたえる木材の供給と国内森林資源の有効活用 
森林管理とその担い手のあり方 
森林の管理と山村の活性化 
地球環境を守る森林・林業 
森林と木の時代を目指して 
森林文化の新たな展開を目指して 
林業、木材産業の活性化に向けて 
木材の消費・流通構造と国産材供給の課題 
国有林野事業の抜本的改革 
木材の利用推進と森林の適切な整備 
世紀を超えた森林整備の推進 
これまでの林政の推移と新たな基本政策の方向 
森林と国民との新たな関係の創造に向けて 
世界の森林の動向と我が国の森林整備の方向 
新たな「木の時代」を目指して 
次世代へと森林を活かし続けるために 
国民全体で支える森林 
健全な森林を育てる力強い林業・木材産業を目指して 
林業の新たな挑戦 
低炭素社会を創る森林 
林業再生に向けた生産性向上の取組 
木材の需要拡大－新たな「木の文化」を目指して 
東日本大震災からの復旧・復興に向けて 
森林・林業の再生と国有林 
森林の多面的機能と我が国の森林整備 
森林資源の循環利用を担う木材産業 
国産材の安定供給体制の構築に向けて 
成長産業化に向けた新たな技術の導入 
新たな森林管理システムの構築 
今後の森林の経営管理を支える人材 
  ～森林・林業・木材産業にイノベーションをもたらす！～ 
持続可能な開発目標（SDGs）に貢献する森林・林業・木材産業 
(特集１)森林を活かす持続的な林業経営 
(特集２)新型コロナウイルス感染症による林業・木材産業への影響と対応 
(特集１) 令和３(2021)年の木材不足・価格高騰(いわゆるウッドショッ)への対応 
(特集２)グリーン成長のカギを握る木材需要拡大と木材産業の競争力強化 
気候変動に対応した治山対策 

  注：特集は昭和４７年度から掲載 



（参考３） 

 

森林・林業白書の特集の内容（過去 10 年） 
年度 テーマ名・内容 
２５年度 

 
 
 

 
２６年度 

 
 
 
 

２７年度 
 
 
 
 

    ２８年度 
 
 
 
 

   ２９年度 
 
 
 
 

    ３０年度 
 
 
 
 
 

令和元年度 
 
 
 
 

２年度 
 
 
 
 
 
 
 

 
３年度 

 
 
 
 
 
 
 

４年度 

【森林】森林の多面的機能と我が国の森林整備 
 森林の多面的機能の発揮に果たす森林整備の役割について記述。我が国の森林
整備を巡る歴史を振り返り、森林整備推進のために関係者が果たすべき役割など
今後の課題を整理。 
 
【木材産業】森林資源の循環利用を担う木材産業 
 木材産業の役割と概要等について記述。我が国の戦後の木材需給の変遷と木材
産業の対応を振り返り、木材産業をめぐる最近の動向と将来に向けて取り組むべ
き課題を整理。 
 
【林業】国産材の安定供給体制の構築に向けて 
 人工林資源の充実や国産材需給の現状について分析し、国産材の安定供給体制
の構築に向けた取組の現状や今後の課題について、「原木の供給力の増大」と「木
材等の需給情報の共有と原木供給のとりまとめ」に分けて整理。 
 
【技術導入】成長産業化に向けた新たな技術の導入 
 林業の成長産業化を図る上で基礎となる新たな技術について、林業の生産性向
上、情報通信技術（ICT）の活用、木材需要拡大、花粉の発生抑制の４つに分けて、
導入状況やその成果と課題等を整理。 
 
【制度】新たな森林管理システムの構築 
 森林の集積・集約化を進める「新たな森林管理システム」の構築の方向性につ
いて、欧州の代表的な林業国であるオーストリアとの比較により、我が国林業の
構造的な課題を明らかにしながら記述。 
 
【人材】今後の森林の経営管理を支える人材～森林・林業・木材産業にイノベー
ションをもたらす！～ 
 林業の成長産業化と森林の適切な経営管理に不可欠である人材に着目して、林
業経営体や林業従事者の動向や課題を整理しつつ、森林・林業・木材産業におけ
るイノベーションの必要性や個々のイノベーション事例について記述。 
 
【SDGs】持続可能な開発目標（SDGs）に貢献する森林・林業・木材産業 
 我が国における SDGs と森林・林業・木材産業との関係性を整理するとともに、
企業を始めとした様々な主体の森林との多様な関わりを、多くの事例を用い紹介。
また、SDGs の達成に向けた関係者の役割を記述。 
 
【林業】森林を活かす持続的な林業経営 
 特集１として、林業経営体の課題を整理した後、森林の循環利用を前提とした
販売強化・低コスト化による収益性向上、人材の確保・育成、体制整備の取組に
ついて紹介。まとめとして、今後の林業の収支構造試算等の林業経営の可能性を
提示。 
【林業・木材産業】新型コロナウイルス感染症による林業・木材産業への影響と対応  
 特集２として、林業・木材産業における新型コロナウイルス感染症拡大の影響
を記述するとともに、社会の変容に対する林業・木材産業の動きを紹介。 
 
【林業・木材産業】令和３(2021)年の木材不足・価格高騰（いわゆるウッドショック）への対応 

特集１として、令和３(2021)年の木材不足・価格高騰の状況を整理し、輸入材
から国産材への転換や国産材の安定供給に向けた取組を記述。 
【木材産業】グリーン成長のカギを握る木材需要拡大と木材産業の競争力強化 

特集２として、カーボンニュートラル等に貢献する木材利用の意義や建築分野
における木材需要の状況を紹介した後、木材産業の競争力強化の動向等を整理。
最後に木材需要拡大と木材産業の競争力強化に向けた課題と対応を記述。 
 
【治山】気候変動に対応した治山対策 
森林が国土保全に果たしてきた役割を紹介するとともに、気候変動等に対応し

たこれからの方向性等について記述。 
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